
　

今
年
度
、広
報
誌「
か
た
く
り
」

は
８
月
に
夏
号
、
来
年
の
１
月
に

は
冬
号
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　

内
容
は
市
民
セ
ン
タ
ー
の
行
事

が
主
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
紹
介

記
事
も
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
号
は
、
湯
殿
川

沿
い
の
ひ
ま
わ
り
、
栃
谷
戸
公
園

の
紫
陽
花
、
宇
津
貫
公
園
の
緑
を

掲
載
し
ま
し
た
。
お
近
く
で
映
え

る
所
の
情
報
を
お
知
ら
せ
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
（
広
報
部
）

八王子市由井
市民センター

八王子市片倉町
７０２番地の１
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ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
の

交
流
会（
祝
祭
日
は
お
休
み
）

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー

事
務
室
だ
よ
り

市
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
で

市
長
と
の
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
を
開
催

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
職
員
紹
介

　
　

河
合　

成
子　

主
任
業
務
員

　
　

林　
　

真
裕
美　
　

業
務
員

　
　

阿
部　

浩
幸　
　
　

業
務
員

　
　

仲
野　

富
士
子
臨
時
業
務
員

　
　

尾
川　

優
実　

臨
時
業
務
員

　
　

原
田　

早
美　

臨
時
業
務
員

　
　

山
﨑　

弥
栄
子
臨
時
業
務
員

　
　

谷
合　

り
か　

臨
時
業
務
員

　
　

木
下　

裕
子　

臨
時
業
務
員

み
な
み
野
分
館
職
員
紹
介

　
　

近
藤　

透
子　

主
任
業
務
員

　
　

久
保
田　

静　
　
　

業
務
員

　
　

牛
久
保　

真
紀
子　

業
務
員

　
　

久
保
田　

美
帆
臨
時
業
務
員

　
　

諏
訪　

尚
子　

臨
時
業
務
員

　
　

伊
藤　

勇
二　

臨
時
業
務
員

　
　

大
村　

智
子　

臨
時
業
務
員

　

＊
石
井　

時
子　

臨
時
業
務
員

　
　

平
塚　
　

薫　

臨
時
業
務
員

　
　
　

（
＊
８
月
末
退
職
予
定
）

　

今
年
も
時
の
流
れ
は
早
く
、
半

夏
生
も
過
ぎ
、
小
暑
、
大
暑
と
移

り
ゆ
き
ま
す
が
、
そ
ん
な
二
十
四

節
気
の
感
覚
が
失
せ
る
昨
今
の
猛

暑
続
き
で
熱
中
症
が
毎
日
心
配
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環

境
の
中
で
、
地
域
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
、
大
い
に
気
に
掛
か
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
て
、
当
由
井
西
部
地

域
住
民
協
議
会
が
活
動
の
拠
点
と

し
て
お
り
ま
す
由
井
市
民
セ
ン

タ
ー
で
は
、
学
園
都
市
文
化
ふ
れ

あ
い
財
団
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課

が
推
奨
し
て
お
り
ま
す
サ
ロ
ン
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交

流
教
室
や
ゆ
が
み
改
善
体
操
、
そ

し
て
昨
年
新
た
に
始
め
た
サ
ロ

ン
・
カ
ラ
オ
ケ
、
懐
か
し
い
曲
が

満
載
で
、
徐
々
に
利
用
者
も
増
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。
口
腔
ケ
ア
や

老
化
予
防
に
も
な
り
ま
す
の
で
積

極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
「
由
井
市
民
セ

ン
タ
ー
ま
つ
り
」
を
実
施
す
べ
く

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て
活
動
を

開
始
し
ま
す
が
、
今
年
か
ら
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
団
体
か
ら

の
参
加
も
視
野
に
い
れ
て
準
備
を

進
め
、
よ
り
良
い
ま
つ
り
に
し
た

い
と
念
っ
て
い
ま
す
。

か
た
く
り
発
刊
に
寄
せ
て

由
井
西
部
地
域
住
民
協
議
会

会
長　

田
中　

泰
慶

湯殿川沿いのひまわり（小比企町）

図
書
室
七
夕
か
ざ
り

緑
が
映
え
る
宇
津
貫
公
園

季節の折り紙（バッタ）

湯殿川沿いのひまわり（小比企町）

①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会（
体
育
室
）

・
毎
月
第
1
・
第
3
月
曜
日

・
午
後
3
時
〜
7
時
30
分
ま
で（
何

時
か
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
）

・
参
加
費
大
人
3
0
0
円
、
小
学

生
1
0
0
円 

・
持
ち
物　

運
動
靴
（
上
履
き
）

　
　
　
　
　

ラ
ケ
ッ
ト
（
持
参
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
る
方
）

・
講
師　

八
王
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
連
盟
事
務
局
長

　

木
村
敏
子
氏
（
日
本
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
公
認
2
級
指
導
員
）

②
卓
球
交
流
会
（
体
育
室
）

・
毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日

・
午
後
3
時
〜
5
時
ま
で
（
何
時

か
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
）

・
参
加
費
大
人
3
0
0
円
、
小
学

生
1
0
0
円

・
持
ち
物　

運
動
靴
（
上
履
き
）

　
　
　
　
　

ラ
ケ
ッ
ト
（
持
参
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
る
方
）

・
講
師　

特
定
の
指
導
者
は
い
ま

せ
ん

③
サ
ロ
ン・カ
ラ
オ
ケ（
2
階
和
室
）

・
毎
月
第
1
・
第
3
土
曜
日
及
び

第
2
・
第
4
日
曜
日

・
午
後
1
時
〜
5
時
ま
で
（
何
時

か
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
）

・
参
加
費
1
人
5
0
0
円

・
講
師　

特
定
の
歌
唱
指
導
者
は

い
ま
せ
ん

④
ゆ
が
み
改
善
体
操
（
2
階
和
室

1
・
2
）

・
毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日

・
午
後
2
時
か
ら
1
時
間
程
度

・
参
加
費
1
人
5
0
0
円

・
持
ち
物　

軽
い
運
動
の
で
き
る

　
　
　
　

服
装
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　

水
分
補
給
飲
料

講
師　

八
王
子
市
み
ず
き
通
り
整

　
　
　

体
院
院
長

　
　
　

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ト

　
　
　

レ
ー
ナ
ー　

　
　
　
　
　
　

金
近
道
純
氏

各
交
流
会
へ
の
参
加
費
は
市
民

セ
ン
タ
ー
受
付
窓
口
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い

栃
谷
戸
公
園
の
紫
陽
花

　

10
月
の
「
令
和
７
年
度
第
34
回

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
で

市
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
開

催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ

て
い
る
こ
と
、
市
政
に
対
す
る
ご

意
見
や
ご
提
案
な
ど
を
市
長
に
直

接
お
伝
え
で
き
る
貴
重
な
場
で
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー

地
区
図
書
室
だ
よ
り

　

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
地
区
図
書

室
で
は
毎
週
水
・
木
・
土
曜
日
の

14
時
〜
16
時
に
貸
出
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
年
間
70
冊
程
新
し
い

本
が
入
り
、
八
王
子
市
中
央
図
書

館
で
待
ち
人
数
が
多
い
本
で
も
借

り
ら
れ
る
の
で
、
新
刊
本
コ
ー
ナ

ー
を
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。

　

今
年
も
七
月
に
は
七
夕
行
事
を

行
い
、
短
冊
に
思
い
思
い
の
願
い

を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

季
節
の
折
り
紙
や
行
事
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。



　

７
月
27
日
（
日
）
由
井
市
民
セ

ン
タ
ー
調
理
室
に
於
い
て
、
令
和

７
年
度
由
井
西
部
地
域
住
民
協
議

会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

塚
本
理
事
（
兼
総
務
部
長
）
の

開
会
の
言
葉
、
田
中
会
長
挨
拶
の

後
、
尾
川
副
会
長
が
議
長
に
選
任

さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第
1
号
議
案

　

令
和
６
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案

　

令
和
６
年
度
収
支
決
算
報
告

　

令
和
６
年
度
会
計
監
査
報
告

第
３
号
議
案

　

令
和
７
年
度
役
員
（
案
）

第
４
号
議
案

　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）

第
５
号
議
案

　

令
和
７
年
度
事
業
予
算
（
案
）

の
審
議
が
行
わ
れ
、原
案
の
と
お
り

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
7
年
度　

由
井
西
部
地
域
住
民
協
議
会　

総
会

令和7年度　由井西部地域住民協議会　事業計画

令和7年度　由井西部地域住民協議会　役員

事　業　計　画
定期総会
図書の貸出業務
バドミントン交流会
卓球交流会
サロン・カラオケ
ゆがみ改善体操
植え込み地刈り込み
　  由井市民センターまつり
輪投げ大会
福祉大会
みなみ野分館まつり
みなみ野冬のイルミネーション
地域ふれあい講座
年末カラオケ会
広報紙の発行

実　　施　　時　　期
令和7年　7月27日（日） 
由井市民センター地区図書室　毎週　水、木、土曜日　14時～16時
由井市民センターみなみ野図書館　10時～17時（毎週月曜日休館、祝日・祭日は開館）
毎月第1、第3月曜日（祝・祭日はお休み）　15:00～19:30
毎月第2、第4水曜日（祝・祭日はお休み）　15:00～17:00
毎月第1、第3土曜日及び第2、第4日曜日　13:00～17:00
毎月第2、第4水曜日　14:00～1時間程度
令和7年　7月13日（日）、10月12日（日）
令和7年　10月25日（土）・26日（日） 
令和7年　10月25日（土）
令和7年　10月26日（日）
令和7年　11月8日（土）、9日（日）
令和7年　11月9日（日）～　令和8年　1月10日（土）
令和8年　3月
令和7年　12月
令和7年　夏号　かたくり65号
令和8年　冬号　かたくり66号

会　

長　
　

田
中　

泰
慶　

片
倉
台
自
治
会

副
会
長　
　

糠
信　

富
雄　

み
な
み
野
三
丁
目
町
会

　

〃　
　
　

尾
川　

幸
次　

片
倉
町
一
丁
目
町
会

　

〃　
　
　

阿
部　

美
和　

み
な
み
野
四
丁
目
町
会

会　

計　
　

塚
本　

富
男　

西
片
倉
町
会

監　

査　
　

坂
本　

一
郎　

小
比
企
町
二
丁
目
町
会

　

〃　
　
　

脇
田　

祐
光　

七
国
六
丁
目
町
会

書　

記　
　

田
近　

秀
騎　
み
な
み
野
エ
グ
ザ
ガ
ー
デ
ン
自
治
会

　

〃　
　
　

加
藤　
　

寿　

小
比
企
町
三
丁
目
町
会

理　

事　
　

塚
本　

信
孝　

片
倉
町
会

　

〃　
　
　

森　
　

洋
人　

片
倉
台
自
治
会

　

〃　
　
　

尾
川　

紀
市　

片
倉
御
殿
町
会

　

〃　
　
　

吉
田　

恒
子　

小
比
企
団
地
自
治
会

　

〃　
　
　

石　
　

小
杰　

小
比
企
町
一
丁
目
町
会

　

〃　
　
　

佐
藤　

尚
登　

高
見
団
地
自
治
会

　

〃　
　
　

高
見　

謙
二　

エ
ス
テ
ー
ト
八
王
子
自
治
会

　

〃　
　
　

矢
ケ
﨑
典
隆　

み
な
み
野
五
丁
目
町
会

　

〃　
　
　

松
原　

脩
二　

み
な
み
野
６
丁
目
会

　

〃　
　
　

下
村　

洋
子　

宇
津
貫
兵
衛
町
会

　

〃　
　
　

新
井　
　

拓　

七
国
一
・
二
丁
目
町
会

総
務
部
長　

塚
本　

信
孝　

片
倉
町
会

広
報
部
長　

筧　
　

典
男　

小
比
企
町
二
丁
目
町
会

文
化
部
長　

金
子　

朱
実　

片
倉
台
自
治
会

防
災・防
犯
部
長　

加
藤　
　

寿　

小
比
企
町
三
丁
目
町
会

福
祉
部
長　

江
頭　

和
昭　

（
兵
衛
一
丁
目
）

体
育
部
長　

大
福　

族
生　

み
な
み
野
五
丁
目
町
会

地域ふれあい講座

　第65号 か た く り 令和 7年　夏号（2）（3）令和 7年　夏号 か た く り 第65号　

み
な
み
野
分
館

資
料
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
３
月
15
日
（
土
）
由
井
市

民
セ
ン
タ
ー
調
理
室
に
於
い

て
「
地
域
ふ
れ
あ
い
講
座
」

〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
演
会
〞

が
「
ひ
ら
か
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
平
川
博
之
先
生
」を
お

招
き
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
約
30
名
、
田
中

会
長
の
挨
拶
・
講
師
紹
介
で

始
ま
り
、
終
始
平
川
先
生
の

ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
進
行
で

参
加
者
は
に
こ
や
か
に
聴
講

し
て
い
ま
し
た
。

講
演
は
、

【
新
型
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
学
ん

だ
こ
と
】

　

在
宅
医
療
は
そ
の
力
量
と

可
能
性
を
広
げ
る
。
ま
た
、

在
宅（
地
域
）と
病
院
の
機
能

分
担
、医
療
提
供
体
制
の
新

た
な
在
り
方
が
求
め
ら
れ
た
。

【
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て

医
療
に
求
め
ら
れ
る
も
の
】

　

医
療
の
目
的
変
化
：
「
治

　

み
な
み
野
分
館
資
料
室
で
は
み

な
み
野
の
歴
史
や
自
然
に
関
す
る

パ
ネ
ル
や
民
族
資
料
が
常
設
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
は
み
な
み
野
分
館
開
館
時

の
9
時
か
ら
17
時
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
月
第
3
土
曜
日
13
時
か
ら
15

時
に
「
め
か
ご
教
室
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。「
め
か
ご
」
と
い
う

の
は
目
の
粗
い
竹
か
ご
で
、
か
つ

て
農
家
の
台
所
で
重
宝
さ
れ
た
民

具
で
す
。
み
な
み
野
分
館
の
「
め

か
ご
教
室
」
で
は
荷
造
り
用
ビ
ニ

ー
ル
バ
ン
ド
を
使
っ
て
１
〜
２
時

間
ほ
ど
で
「
め
か
ご
」
作
り
体
験

が
で
き
ま
す
。
参
加
費
は
５
０
０

円
、
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

使
い
慣
れ
た
ハ
サ
ミ
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

「
め
か
ご
」
作
り
を
指
導
し
て

い
る
の
は
八
王
子
み
な
み
野
シ
テ

ィ
開
発
時
に
地
域
の
伝
統
文
化
を

継
承
す
る
べ
く
立
ち
上
げ
た
「
ふ

る
さ
と
資
料
室
」
建
設
推
進
委
員

会
の
方
々
で
す
。

お
問
合
せ
は
み
な
み
野
分
館
窓
口

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

総会議案審議講演中の平川先生

刈り込み（7月13日）

す
医
療
」
か
ら
「
治
し
支
え
る
医

療
」へ
「
治
し
支
え
る
」
は
医
療

だ
け
で
は
実
現
で
き
な
い
。
医
療

・
看
護
・
介
護
・
生
活
支
援
、
包

括
的
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
。

【
も
う
一
つ
の
緊
急
事
態
「
フ
レ

イ
ル
」
】

　

年
を
取
っ
て
心
身
の
活
力
（
筋

力
、
認
知
機
能
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
）
が
低
下
し
た
状
態
が
「
フ

レ
イ
ル
」。
多
く
の
人
が
健
康
な

状
態
か
ら
こ
の
「
フ
レ
イ
ル
」
の

段
階
を
経
て
、
要
介
護
状
態
に
陥

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

「
フ
レ
イ
ル
」
は
身
体
的
、
精

神
・
心
理
的
、
そ
し
て
社
会
的
フ

レ
イ
ル
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
、

こ
れ
ら
は
相
互
に
関
連
し
、
ど
こ

か
ひ
と
つ
が
悪
く
な
る
と
他
も
ド

ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
悪
化
す
る
点

が
特
徴
。
老
い
と
は
決
し
て
身
体

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

【
健
康
寿
命
に
大
切
な
３
つ
の
柱
】

　

栄
養
、
運
動
、
そ
し
て
社
会
参

加
。
健
康
寿
命
と
は
元
気
に
自
立

し
て
、
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が

出
来
る
期
間
。

【
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
】

　

地
域
（
概
ね
中
学
校
区
）
の
実

情
に
応
じ
て
、
高
齢
者
が
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し

た
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
、
医
療
、介
護
予
防
、
住
ま
い

及
び
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援

が
確
保
さ
れ
る
体
制
等
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

平
川
先
生
は
永
年
地
域
医
療
に

た
ず
さ
わ
り
、
広
く
医
療
の
情
勢

に
熟
知
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
講

演
会
は
町
会
・
自
治
会
の
今
後
の

活
動
に
役
立
つ
内
容
で
し
た
。　

（
広
報
部
）

挨拶する田中会長

熱心に受講中

飾り付けられた「めかご」

民
族
資
料
展
示
（
常
設
）


